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特別損失（固定資産除却損、データ移行費等）の計上に関するお知らせ 

  

 平成 26 年３月 31 日付「商品先物取引基幹システムの変更及び特別損失発生見込に関するお知らせ」

で発表いたしました特別損失について、下記の通り第２四半期会計期間において計上することといた

しましたので、お知らせいたします。 

記 

１．特別損失の額 

合計                  ３４百万円 

内訳 固定資産（ソフトウェア）除却損  ２２百万円 

   データ移行費等          １２百万円 

２．特別損失の内容 

商品先物取引基幹システムについて、信頼性の向上、情報セキュリティの強化及びランニング

コストの削減を図るため、平成 26 年９月１日付で新システムに変更いたしました。これにともな

い、今後使用する見込みがなくなった旧システムのソフトウェアの除却損及び旧システムから新

システムへのデータ移行費等を特別損失として計上するものであります。 

 

３．今後の見通し 

今回の商品先物取引基幹システムの変更により若干のランニングコスト削減が見込まれますが、

業績に与える影響は軽微であります。 

本件特別損失を含む平成 27 年３月期第２四半期累計期間の業績は、本日発表の「平成 27

年３月期 第２四半期累計期間（非連結）の業績速報」のとおりであります。 

なお当社は、的確な予想を行うことが難しいため、平成 27 年３月期通期の業績予想は開示して

おりません。 
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